　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年6月12日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	加藤
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	澤田
	金井
	西舘

	　深
	準
	〇
	〇
	休
	深
	五福
	休
	　休
	休
	〇

	種市
	畑中
	小沼
	大久保
	見上
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼

	〇
	休
	　○
	　〇
	　○
	準
	○
	深
	　休
	準
	〇


＜連絡事項＞
第1回院内研修を下記の日程で実施します。

日　時：6月11日（木）、12日（金）17:30～18:30
　場　所：メンタル4階メモリアルホール
　テーマ：｢現場における精神医療サービスの在り方｣
　講　師：菅原ＡＯＭ
＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～下痢が続いている事から、田名部Dr.へ報告し、本日のみセンノシド(12)2T除剤の指示を受ける。本日経過観察し、明日再度報告の事。
・田中　トシヱ様～本日10：00来院。南病棟の見学後、入院継続の意向があり、14：00南病棟Aユニットへ転出となる。
・飯岡　裕子様～本人希望にて、明日朝より、朝牛乳、昼・夕はメイバランスミニとなる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。妄想発言や他者トラブル無く経過。特定男性患者様との距離の近さがあるが、トラブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後の開放観察実施。開放後、他室侵入し、私物を弄る事があり、トラブルの恐れがあり見守りしている。入室中は臥床傾向。自傷行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。対面時は表情硬く、妄想発言が聞かれている。トラブルは無くホールで書き物をして過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・村山　吾郎様～終日隔離中。午前・午後１時間ずつの開放観察実施。妄想発言は聞かれず、不穏さなく対応穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。週明けに処遇を変更していく予定。
　　　　　　　　
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～食事介助するが、口を開けず拒食。指示の点滴はトラブルなし。声掛けするが返答は無く、追視等も無い。
・高栁　和子様～食事は全量摂取し、内服もスムーズ。不穏さはなく奇異行動無し。
・木村　格治様～各食2/3摂取し、服薬は拒否なし。発熱無く経過し、活気あり。
・木村　茂様～朝食1/3摂取、昼食は拒食。対面時の暴言が聞かれるが、粗暴的となる事
はない。「ここの理事長だ！」と言っている。指示の点滴はトラブル無く
実施。
・飯岡　裕子様～食事は2/3～全量摂取。血圧高値の他、バイタルサイン異常無し。倦怠感、脱力感があり離床等一部介助する。主治医より、レベル低下した際はモニター装着の指示を受けている。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～排便-6日目の為、GE浣腸1本処方。次回定期よりセンナリド（12）2T追加
となる。
・河原木　泰志様～定期薬変更なし。
・藤井　崇史様～定期薬処方変更なし。

＜新入院患者様情報＞
日時：R2.6.12　12：21

　　氏名：飛鳥　さと（あすか　さと）様

生年月日：昭和7年8月12日（87）

　　病名：混合型認知症

　合併症：脳梗塞後遺症　高血圧　白内障

　　性別：女性

　主治医：馬渡Dr.
入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Ｃユニット

　

(経過）

　現在南寿の里入居中。キーパーソンは長女。（エステを経営している）元々おっとも脳
神経クリニックにて認知症の診断と治療を継続していた。

　5/18　4時、意識消失し呼名反応なく八戸赤十字病院へ救急搬送され、高アンモニア血症
との診断にて入院加療を開始。 5/28症状改善にて同院を退院されるが、6/2頃より尿量減
少・腹満あり、6/3同院消化器内科受診。一時的導尿にて排尿確認するが、その後も排尿確
認できず、6/4八戸泌尿器科を受診し膀胱留置カテーテルを挿入するが、介入全般に拒否・
抵抗があり、職員への暴力行為、カテーテルの自己抜去の危険性も高い。

　施設対応困難な状況であり、身体管理・精神症状の軽減を目的としてR2.6.12東病棟C
ユニットへ医療保護入院となる。
・Baカテーテル：6/4（木）　八戸泌尿器科にて設置。

　特別な処置がなければ、当院で定期交換を行う。

・当院交換であれば、次回交換6/18（木）予定
・6/22（木）　8：30～16：00まで。日赤消化器科受診の為、外出。

